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第４回 国⽴病院機構舞鶴医療センター ⾷物アレルギーとエピペン講習会 
− ⼩児⾷物アレルギー患者のアナフィラキシーへの対応 – 

 
⾷物アレルギーを持つ⼦どもがますます増える中、強いアレルギー反応（アナフィラキシー）の出現時に

は速やかに適切な対応を取ることが要求され、エピペン🄬に対する知識と使⽤法の習得が求められています。 
当院⼩児科は地域の⼩児医療の中⼼として⾷物アレルギーの診療に責任を持って関わらせて頂いており、

保育や教育の現場と連携し⾷物アレルギーを持つ⼦供達により安全・安⼼な社会⽣活を送れるよう努⼒して
いくのも当科の使命の⼀つであると考えています。アナフィラキシーに対する正しい知識とエピペン🄬の使⽤
法の習得を⽬的として以下の要領で講習会を開催いたします． 

実物の使⽤経験がないために感じてしまうエピペン🄬に対する恐怖⼼や躊躇を克服するために実物を⽤意
しましたので実際に打ってみて下さい．またアナフィラキシーに最初に遭遇するのは担任教諭であったり給
⾷に携わる教諭であることが多いと想像されます．最初の覚知者の適切な判断・対応がその後を決定すると⾔
っても過⾔ではありません．是⾮とも担任の教諭や給⾷現場の先⽣⽅のご参加もお待ちしております． 
 
※ 今回は、当科でアレルギー外来を担当し、実際に⾷物アレルギーの治療にあたっている藤⽥尚江先⽣に現

場からのお話しをさせて頂きます。 
 
 施設単位での参加申し込みをお願いします。１施設 3 名までとします。 
 受講希望は当院ホームページの所定のメールフォームより、開催⽇の１週間前（1 ⽉ 15 ⽇）までにお申

し込みください。また教材をダウンロードし受講までに必ず予習をお願いします。 
（教材はお申込みいただいたメールアドレスにお送りさせていただきます） 
 
QR コード： 

 
 

 （重要）園あるいは学校への常備を⽬的にする当科からのエピペン処⽅に関しては、本講習会の受講を条
件とします。知識・技能の更新のため２年間を期限とします。 

  



開催要項 
場所 舞鶴医療センター 会議室３ 
⽇時 2026 年 1 ⽉ 22 ⽇（⽊）16 時〜 
講義内容 (1) ⾷物アレルキーとアナフィラキシーについて 

(2) エピペンの使い⽅ 
(3) 実習 
(4) 質疑応答と質問事項に対する回答 

※ 第 1 発⾒者になる可能性の⾼い担任の先⽣⽅も是⾮ご参加ください。 
所要時間 45 分程度 
参加費 資料作成のための実費 1,000 円（⼀⼈当り） 

※当⽇受付にて領収いたします。現⾦にてご準備お願いします 
問い合わせ先 NHO 舞鶴医療センター 医事課 医事専⾨職（明⽐）、⼊院係⻑（荻野） 

TEL 0773-62-2680 （代表） 
 
 

※ 講習受講の際は、外来管理棟１F 総合受付までお越しください。係の者が会場（会議室３）までご案
内いたします。 

 
 


